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行
楽
シ
ー
ズ
ン
か
。
山
登
り
で
も
し

て
み
よ
う
。
で
も
、
山
で
は
何
が
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
準
備
が
大

切
だ
。
例
え
ば
、
熊
と
遭
遇
し
た
ら
…
。

ま
ず
、
防
具
が
必
要
か
。
防
災
ず
き
ん

と
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
を
付
け
…
て
も
下
半

身
が
弱
い
な
。
…
そ
う
だ
、
遭
遇
し
た

熊
と
戦
っ
て
く
れ
る
熊
を
連
れ
て
行
っ

て
…
。
…
そ
れ
は
無
理
だ
よ
な
。（
～
）
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こ
の
10
月
始
ま
り
の
来
年
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
帳
を
買
い
ま
し
た
。
去
年
は
ダ

イ
エ
ッ
ト
日
記
と
併
用
型
、
今
年
は
家

計
簿
と
併
用
型
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
で

し
た
。
来
年
用
は
、
家
族
手
帳
と
併
用

の
も
の
を
選
び
ま
し
た
。
毎
年
、
お
気

に
入
り
の
も
の
を
探
す
の
が
楽
し
い
ん

で
す
よ
ね
。
今
度
は
、
ち
ゃ
ん
と
使
い

こ
な
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｇ
）
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自
分
の
不
注
意
か
ら
左
手
中
指
を
負

傷
し
、
思
い
も
寄
ら
ず
包
帯
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
日
頃
、
大
病
や
大
き
な

怪
我
な
ど
を
し
た
こ
と
の
無
い
わ
た
し

に
と
っ
て
は
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
不

便
の
連
続
。
改
め
て
、
怪
我
無
く
健
康

で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
原
稿
も
入
力
し
づ
ら
い

の
で
音
声
入
力
装
置
が
欲
し
い
。（
修
）

ま
だ
ま
だ
、
若
い
も
ん
に
は

　
　
負
け
り
ゃ
ー
せ
ん

９
月
23
日

阿
波
小
学
校

今月の表紙
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昭
和
28
年
頃
の

　
　

津
山
市
立
第
二
小
学
校

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

山下児童公園に設置された学校跡の碑

　
写
真
は
、
現
在
の
山
下
児
童
公
園
と
津
山
市
都
市
整
備
公
社

第
一
駐
車
場
辺
り
に
あ
っ
た
津
山
市
立
第
二
小
学
校
の
校
舎
で

す
。
正
面
玄
関
左
側
の
掲
示
板
に
は
３
枚
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
央
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
三
兆
円
達
成
記
念
貯

蓄
運
動 

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
運
動

は
国
民
の
貯
蓄
が
３
兆
円
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭

和
28
年
３
月
に
行
わ
れ
た
貯
蓄
増
進
運
動
で
す
。

　
『
苫
田
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
こ
の
校
舎
は
明
治
32
年
に
津
山

尋
常
小
学
校
の
新
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
明
治
41
年
か
ら
は
津
山
女
子
尋
常
高
等
小
学
校
と
し

て
、
戦
時
中
は
津
山
第
二
国
民
学
校
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
22
年
４
月
、
戦
後
の
民
主
化
を
進
め
る
教
育
改
革
に
よ

っ
て
男
女
共
学
に
な
り
、
学
校
名
も
津
山
市
立
第
二
小
学
校
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
37
年
、
第
二
小
学
校
は
勝
部
に
あ
っ
た
中
道
小
学
校
と

合
併
し
て
津
山
市
立
東
小
学
校
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
昭
和
40
年
、
現
在
、
東
小
学
校
が
あ
る
山
北
の
新

校
舎
が
完
成
す
る
と
、
こ
の
校
舎
は
役
目
を
終
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。


